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平成 30 年教育福祉委員会会議録  

 

１．招集年月日  平成 30 年９月 26 日 

２．招集の場所  可児市役所５階第２委員会室 

３．開   会  平成 30 年９月 26 日 午前 11 時 27 分 委員長宣告 

４．審 査 事 項 

   １ 協議事項 

    （１）意見書について 

 

５．出席委員 （７名） 

   委 員 長  田 原 理 香     副 委 員 長  勝 野 正 規 

   委 員  林   則 夫     委 員  冨 田 牧 子 

   委 員  山 田 喜 弘     委 員  川 合 敏 己 

   委 員  天 羽 良 明 

 

６．欠席委員 なし 

 

７．職務のため出席した者の職氏名 

                       議 会 事 務 局 
   議会事務局長  田 上 元 一     議会総務課長  梅 田 浩 二 

   議 会 事 務 局              議 会 事 務 局 
   書    記  服 部 賢 介     書    記  山 口 紀 子 
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開会 午前 11 時 27 分  

○委員長（田原理香君） それでは、これから教育福祉委員会を開会したいと思います。 

 先ほど議会運営委員会にて、学校施設環境改善のための大幅な予算増額を求める意見書を

提出することを提案いたしました。 

 そうしましたところ、この意見書の下から４行目のところ、「従って、学校施設環境の改

善のための大幅な予算増額と多種多様な施策に活用できるような基準を求めます」とありま

す。したがって、予算増額と施策に活用できるようにしてくださいねと２つ文言が書いてあ

るのにもかかわらず、記のところでは予算増額だけが書いてあるから、多種多様な施策に活

用できるということが書いてないという御指摘がございました。そういったところで、今回、

委員会を開き、皆様から御意見を求めるところですが、いかがでしょうか。 

○副委員長（勝野正規君） 議会運営委員会の中で、やっぱり基準という下から３行目の本文

の基準というところの理解がなかなかしにくかったということなんだけれども、最終的には

わかりましたということだったんで、記以降のところに、予算増額をすること及び多種多様

な施策に活用できるような基準を求めることとするか、多種多様な施策をそのままおろして

くるのか、多種多様な施策に活用できるようにすることのどっちかぐらいでいいんじゃない

んですか。そうすれば、議会運営委員会のメンバーからもどうのこうのという筋合いじゃな

いですよとおっしゃっていましたし。 

○委員長（田原理香君） 今、勝野副委員長から御意見いただきましたが、ほかの皆さんはい

かがでしょうか。 

○委員（川合敏己君） 済みません、今、勝野委員は２つおっしゃられたと思いますので、こ

の記のところにつけ足す形で、及び多種多様な施策に活用できるようにすることという形で

加えていくことでいいんではないかなというふうに思います。 

○委員長（田原理香君） ありがとうございます。 

 ほかの委員の方、よろしかったでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 それでは、確認をいたします。 

 記の下のところにおきまして、教育環境の維持向上を図るため、学校施設環境改善のため

の大幅な予算増額及び多種多様な施策に活用できるようにすること。以上、地方自治法第

99 条ということで上げさせていただきますが、皆さん、それでよろしかったでしょうか。 

〔「ちょっと何か違和感が」の声あり〕 

 わかりました。では、もう一度。 

○委員（川合敏己君） やっぱり上の部分をそのまま持ってきたほうがいいような気がします。

施策に活用できるような基準とすることのほうがいいかもしれないかなというふうに思いま

した。 

○委員長（田原理香君） いま一度読み直しますと、ちょっとおかしいということで、上の文
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をそのまま持ってくるということ。教育環境の維持向上を図るため、学校施設環境改善のた

めの大幅な予算増額及び多種多様な施策に活用できるような基準にすること。これでよろし

いでしょうか。 

○委員（冨田牧子君） 基準を緩和するということだよね、要するに。 

 緩和するというか、拡大するというか。だから、基準はあるので、その基準がもうちょっ

と……。 

○委員長（田原理香君） 柔軟性があるとか。 

○委員（冨田牧子君） 基準があるので、その基準がもっと幅広い基準になるようにというか、

その基準の中身を広げることということが言いたいわけね。 

○委員長（田原理香君） はい。 

 その基準の前に、修飾語が要ると、幅広いとか柔軟性のあるとか、そういう意味ですね。 

○委員（冨田牧子君） そうですね。 

○委員長（田原理香君） そういった文言をどうしましょうか。 

〔発言する者あり〕 

○副委員長（勝野正規君） 活用できるような基準とすることとしておけば、要は拡大、幅広

くしてくださいよというのを読み込めるんじゃないのかな。 

○委員（冨田牧子君） 「に」じゃなくて「と」だったらいいのかな。 

○委員長（田原理香君） 基準とすること、はい。 

 ちょっともう一回聞いてください。 

 教育環境の維持向上を図るため、学校施設環境改善のための大幅な予算増額及び多種多様

な施策に活用できるような基準とすること。 

 よろしいでしょうか。 

〔「はい」の声あり〕 

○委員（冨田牧子君） 大幅な予算増額及びと書いてあると、増額をどうするのかという動詞

がないでしょう。 

 「大幅に予算を増額し、」で「及び」をやめて、多種多様な施策に活用できるような基準

とすることでいいんやろうか。わからん。何か直しているとだんだん変になる。 

○委員長（田原理香君） じゃあちょっと整理する上で、維持向上を図るため、学校施設環境

改善のために大幅に予算を増額し、多種多様な施策に活用できるような基準とすること。 

 暫時休憩とします。 

休憩 午前 11 時 35 分  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前 11 時 42 分  

○委員長（田原理香君） それでは、会議を再開いたします。 

 今、皆様から御意見をいただきました。 

 記の下の部分のところをちょっと読み上げます。 
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 教育環境の維持向上を図るため、学校施設環境改善の大幅な予算増額をするとともに、多

種多様な施策に活用できるようにすること。 

 ということですが、よろしかったでしょうか。 

〔「いいです」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 それでは、教育福祉委員会から、この予算増額を求める意見書におきましては、こちらを

本会議に提出させていただきます。どうぞよろしくお願いします。本日はありがとうござい

ました。 

閉会 午前 11 時 43 分  
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 前記のとおり会議の次第を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

    平成 30 年９月 26 日 

 

 

       可児市教育福祉委員会委員長 


